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アントン・シュミット軍曹
―ユダヤ人を救った人々（ 7 ）―
Feldwebel Anton Schmid
平　山　令　二
要　　　旨
ホロコーストからユダヤ人を救った人々のなかで，アントン・シュミット軍
曹は特異な位置を占めている。すなわち，彼は国防軍の軍人という地位を利用
し，現在のリトアニアの首都であるヴィリニュス（ドイツ語名ヴィルナ）で虐
殺されていたユダヤ人たちを，自らの管理する国防軍の施設で働かせることで
救済した。それどころか，ゲットーのユダヤ人を国防軍のトラックで安全地帯
に輸送するという大胆な救済活動までもした。これらの救済活動が露見したこ
とでシュミット軍曹は逮捕され，処刑されてしまった。
しかし，シュミット軍曹の人柄とユダヤ人救済活動の実態については，資料
不足のために，これまで不明な部分が多かった。今回，新しく出版された伝記
を基に，「平凡な英雄」と言われたシュミット軍曹の実像について詳しく紹介
をした。
キーワード
ホロコースト，ユダヤ人救済者，国防軍軍人，ヴィルナ（ヴィリニュス）
ホロコーストから「ユダヤ人を救った人々」を探るこのシリーズの 7 回
目として，今回はドイツ国防軍の軍曹アントン・シュミットを取り上げた
い。シュミット軍曹は，私がこのシリーズを思いついた当初から是非とも
取り上げてみたいと思ったユダヤ人救済者だった。すなわち，私がホロ
コーストからユダヤ人を救った人々についての概説書を読み漁るなかで，
一番興味を引かれ，同時にもっとも共感を覚えた人物だったからだ。
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シュミット軍曹は，国防軍の軍人でありながら，その地位を利用して多
くのユダヤ人を死の淵から救い出した。それも，軍のトラックを利用して
ユダヤ人を安全地帯に移送するといった大胆な救出方法をとった。余りに
も大胆な方法だったために，シュミット軍曹のユダヤ人救済行為は当局に
知られるようになり，ついに逮捕され，軍法会議で有罪となり，死刑に処
せられてしまう。このような悲劇的な死のために，シュミット軍曹は，人
を救うために自らの命も犠牲にした英雄的な人物という印象を与える。し
かしながら，身近にいた人々は，彼は人がよかったが，これといって目
立った特徴のない人物だった，と証言している。その証拠にシュミット軍
曹の写真を見ると，口髭と眉毛の濃い，団子鼻の平凡な顔をした人物に思
われる。命を懸けたユダヤ人救済行為と，特徴のない性格と平凡な容貌と
いう対比は，逆に印象的であり，シュミット軍曹の実像について興味をか
き立てられるのだった。ところが，シュミット軍曹について残された情報
は少ない。とりわけ，彼のユダヤ人救済行為の実態については，種々の理
由から不明な部分が多い。
シュミット軍曹に興味を持ってから，すでに10年近くになろうとする
が，彼についての断片的な資料だけが集まり，まとまった形にならなかっ
たので，彼について書くことはあきらめようかと思ったほどである。とこ
ろが，2013年にようやくシュミット軍曹のまとまった伝記が出版されるこ
とになった。現代史家，とりわけ国防軍の歴史を専門にしているヴォルフ
ラム・ヴェッテによる『アントン・シュミット軍曹－人間性の英雄』がそ
れである。そこで，以下ではこの本に依拠しつつ，ユダヤ人救済行為を中
心にして，「平凡な」英雄であるシュミット軍曹の生涯を紹介していきた
い。
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1
アントン・シュミットは，1900年 1 月 9 日にウィーンの第 3 区に生まれ
た。すなわち，ウィーンっ子である。父親はモラヴィア出身のパン職人で
あり，母親も同じ地方の出身だった。両親ともカトリック教徒だったの
で，息子のアントンもカトリックの洗礼を受けた。アントンは初め電信電
話局で働いたが，のちに電気技師の資格を取り，1928年にウィーン第20区
に中規模の電器店を開業した。主にラジオを扱う店だった。この間，第 1
次世界大戦末期の1918年 7 月に召集され，イタリア戦線での激戦を体験し
ている。
アントン・シュミットのウィーン時代についての情報は少ない．ユダヤ
人の娘に恋したが，娘は両親とともにパレスチナに移住した，という話も
ある。シュミットの古くからの知人は，彼について「本物のウィーンっ子
で，善良な心の持ち主だった」と話している。その他，次のようなエピ
ソードも伝わっている。
アントン・シュミットの電器店の近くにユダヤ人女性が経営するパン屋
があった。ある日，ナチにかぶれた少年がパン屋のショーウィンドーを壊
した。それを目撃したシュミットは，少年に近づきビンタをくらわした。
そこに騎馬警官が通りかかり，サーベルを抜いてシュミットに切りつけ
た。シュミットはサーベルを奪い取り，折り曲げた。その後，シュミット
は何人かの警察官に囲まれ警察署に連行された。
シュミットの妻，シュテファニーも夫と近所のユダヤ人との関係につい
て次のようなエピソードを語っていた。陽気な夫には友人が多く，近所の
人々に愛されていた。近くの家で土曜日や他の祝日にユダヤ教の礼拝が行
われていた。礼拝の際に，「10番目の男」が足りないとき，シュミットは
ユダヤ人に頼まれて，礼拝に参加した。ユダヤ教では，礼拝の際には最低
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10人が参加することが必要だったからだ。1938年，ドイツ軍がオーストリ
アに進駐し，すぐにユダヤ人迫害が始まった。シュミットは，近所のユダ
ヤ人が安全な隣国のチェコスロバキアに逃れる手助けをした。妻のシュテ
ファニーは，夫を止めたとしても救済行為を続けると思い，反対はしな
かった。
シュミットは政治には関心がなかったが，興味深いことに「王制主義者
でしかも社会民主主義者だった」という証言もある。戦時中にシュミット
と友人になったユダヤ人作家のヘルマン・アードラーは，次のように回想
している。「彼は，やせ型で，背が高く，褐色の髪で，口髭を立ててい
て，ヒトラーに似ていた。『ワイン，女，歌』が好きなスポーツマン・タ
イプだった。」さらに次のように書いている。「単純な軍曹であり，飾らな
い人柄で誠実だった。」考えることや話すことは画一的で，社交には向い
ていなかった。宗教的ではなかったし，哲学者でもなかった。新聞を読ん
でいなかったし，まして本はまるっきり読まなかった。精神的な人間では
なかった。
彼を知っていた人たちが異口同音に言うのは，彼の一番目立つ特徴が
「人間性」だった，ということである。具体的に言うならば，他人の苦し
みに同化し，必要とあれば，他人を助けるという本能的な能力を持ってい
た。
2
第 2 次世界大戦が始まった1939年 9 月 1 日には，アントン・シュミット
は39歳で， 4 カ月後には40歳になるところだった。最前線で戦うには年を
取り過ぎていた。そのため，軍曹のシュミットは後方支援の部署に配置さ
れた。彼の部隊は白ロシアで警備の仕事などに就いたあと，1941年 8 月に
リトアニアのヴィルナ（ヴィリニュス）に移された。シュミット軍曹は，
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814野戦司令部に属する敗残兵収容施設の管理を担当した。具体的な任務
としては，部隊から離脱し，憲兵に発見されたドイツ兵を尋問し，再び前
線に送り返すことであった。814野戦司令部には敗残兵収容施設の他に，
少なくとも180もの作業場があり，宿舎管理部門，補給部門，保安警察，
ラジオ局，野戦病院，郵便局，毛皮工場，軍服縫製部門などがあり，ユダ
ヤ人が働いている部署もあった。シュミット軍曹の敗残兵収容施設は，
ヴィルナ駅の正面にあるが，小さな目立たない建物だったために，上司の
目につかない形でユダヤ人救済活動を行うことができた。
ヴィルナにおけるユダヤ人迫害は，1941年 6 月24日にドイツ軍に占領さ
れたときから始まる。国防軍に支援された親衛隊の第 9 行動部隊によって
ユダヤ人は逮捕された。リトアニアの民兵も協力した。ユダヤ人たちは，
町から10キロ離れたポナリの森まで歩かされ，射殺された。 7 月14日まで
にその数は4,293人に上り，19日までに3,386人が新たに殺害された。
しかしながら，ヴィルナ在住のユダヤ人たち自身にも，これほどの大量
殺害が行われていることは信じられなかった。戦後，ある証言者は次のよ
うに語っている。ポナリ森の虐殺を生き延びた若者が家に逃げ帰り，虐殺
について証言したが，両親以外は誰も彼の話を信じようとしなかった。隣
人たちは，若者が発狂している，と思っていた。このようなユダヤ人住民
たちの無関心な反応のため，貴重なドイツ軍占領初期の時間を無駄にして
しまい，ユダヤ人は効果的な抵抗運動を組織することができなかったので
ある。
1941年 8 月 9 日からは親衛隊のエーリヒ・ヴォルフがヴィルナでの指揮
を取ることになった。シュミット軍曹の部隊がヴィルナに到着した 9 月に
は，ユダヤ人たちをゲットーに押し込める計画が実行されつつあった。当
時，町に残っていた約45,000人のユダヤ人たちは，自分の家を出て，壁や
有刺鉄線で囲まれた狭いゲットー地区に移ることを強制された。
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ゲットーへのユダヤ人住民の強制移動のさなか，ふたりのリトアニア人
がある住宅の窓から 2 発発砲し，銃撃をユダヤ人のせいにした。そのた
め，1941年 9 月 1 日から 3 日まで，リトアニアとドイツの警察が何千人も
のユダヤ人をポナリの森に連行し，即座に銃殺した。第 3 行動部隊の記録
には，「ドイツ兵に向かってユダヤ人が銃撃をしたため，3,700人のユダヤ
人を殺害した，男性864人，女性2,019人，子ども817人である」と書かれ
ている。ポナリの森近くの家に隠れていたポーランド人ジャーナリストの
目撃証言によると，「銃殺はまる 1 日続いた。」銃殺は，ヴィルナのユダヤ
人住民の数を減らし，狭いゲットーに残りのユダヤ人を追い込むという目
的のためになされたのだった。このようにして，約29,000人のユダヤ人が
第 1 ゲットーに強制収容され，約9,600人が第 2 ゲットーに強制収容され
た。その後，新たに33,000人が殺害された。
ユダヤ人住民がゲットーに収容されたあとも，あるときは500人，ある
いは1,000人，2,000人と選別が行われ，ポナリに移送され，銃殺された。
選別の基準は，労働力として役に立つかどうか，だった。1941年 9 月 1 日
から 6 日まで，ドイツの民政府と親衛隊保安隊は，繰り返し虐殺作戦を実
施し，25,000人以上のユダヤ人が犠牲になった。しかし，虐殺は 9 月半ば
に突然中止された。ヴィルナを「ユダヤ人のいない町」にするという目的
が当面実現されたからである。12月にヴィルナの親衛隊指揮官の上司への
報告では，ドイツ軍が占領したときにいた 6 万人のユダヤ人が，その時点
で15,000人に減少していた。15,000人の労働力としてのユダヤ人の他に，
5,000人のユダヤ人が地下に潜行していた。リトアニア全体では，1941年
の前半で，20万人以上のユダヤ人が殺害され，他の地域に見られないほ
ど，組織的にユダヤ人虐殺が実行されていた。
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3
ヴィルナで組織的なユダヤ人虐殺が行われているさなか， 9 月初めに
シュミット軍曹はヴィルナの敗残兵収容施設に着任した。1942年 4 月 9
日，処刑される数日前に妻と娘に宛てて書いた手紙のなかで，ヴィルナ到
着後の体験について，彼は次のように書いている。
私がその他にお前に伝えたいのは，全てがどんな風に進んだのか，
ということだ。ここでは，たくさんのユダヤ人がリトアニアの兵隊に
連行され，郊外の草地で射殺された。いつでも2,000から3,000人の集
団で。子どもたちは途中ですぐに木にぶつけられ殺された。お前に想
像できるかい。
シュミット軍曹が子どもたちの殺害を直接見たということはありそうも
ないが，そのような残虐な子どもの殺害については各方面からの証言があ
る。銃殺の現場を森ではなく「草地」と書いていることから，銃殺にも立
ち会ったことはないと思われる。
シュミット軍曹はヴィルナに着任した当時，この町の持つ性格について
何の知識もなかったと思われる。ヴィルナはドイツ語の呼び名で，リトア
ニア語ではヴィリニュス，ポーランド語とロシア語ではヴィルノ，イ
ディッシュ語ではヴィルネと呼び名が異なるように，ヴィルナは文字通り
多文化共生の町であった。支配的な宗教はローマ・カトリックだったが，
第 2 の位置を占めていたのはユダヤ教であった。この町は東欧ユダヤ人に
とってきわめて重要な町であり，ユダヤ文化と宗教の中心地であった。こ
のため，ユダヤ人はヴィルナを「リトアニアのエルサレム」とか「東方の
エルサレム」と呼んでいた。
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両大戦間の1922年にヴィルナはポーランドに併合されたが，ポーランド
化の強制のなかでも，ヴィルナのユダヤ人はイディッシュ語とヘブライ語
による教育システムを作り上げ，幼稚園から専門学校まで学校を設立し，
ユダヤ劇場，音楽院，出版社，図書館などもあり，百以上ものシナゴーグ
を数えた。なかでも有名なのは，YIVO の略称で知られる「ユダヤ研究
所」であり，イディシュ語の研究に重点を置いていた。
ヴィルナの住民に占めるユダヤ人の割合は大きく，1939年には21万
5,000人の住民中，ユダヤ人は 6 万人であった。ただし，「東方のエルサレ
ム」といっても，ユダヤ人は学者やラビばかりだったのではなく，ユダヤ
人の大多数は経営者，職人，労働者などで経済活動に従事していた。織
物，毛皮加工，材木輸出，薬剤，電器などの諸分野であった。ユダヤ人の
58パーセントが商業に従事し，25パーセントが労働者だった。
占領以来，支配者のドイツ人は町の多数派であるポーランド人に協力を
求めることはなく，住民のわずか10パーセントにしか過ぎなかったリトア
ニア人を厚遇した。リトアニア人はヴィルナを自分たちの手に取り戻す好
機が来たと考え，ユダヤ人の銃殺にも協力したのだった。元来ヴィルナで
は反ユダヤ主義は目立たなかったが，1939年のヒトラー・スターリン協定
から1941年のドイツ軍占領までのソ連支配下の期間に，ユダヤ人は同権の
市民と見なされたので，リトアニア人はユダヤ人を特権を与えられたソ連
の協力者として憎むようになっていた。
4
シュミット軍曹が指揮を任されていた敗残兵収容施設は，ヴィルナ駅の
向かいにあり， 3 階建てで外見は小さくて目立たなかったが，内部は広々
として部屋数も多かった。強制労働に従事する男たちが妻や子どもといっ
しょに住んでいた。家具職人，靴職人，仕立屋などの作業場があった。敗
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残兵収容施設の主たる任務は，敗残兵を尋問し，報告書を作成し，彼らを
再び前線に送り返すことだった。
シュミット軍曹は表向き敗残兵を厳しく尋問したが，実際には彼らが脱
走兵として戦時法廷で死刑など厳罰を下されないように，敗残兵が話す
でっちあげの物語も信じている振りをしてやり，彼らに有利な報告書を作
成してやった。シュミット軍曹は，強制労働に従事するユダヤ人，捕虜の
ソ連兵，敗残兵を同じ人間として扱うように努めていた。彼は，ユダヤ人
だから特別に保護しようとしたのではなく，どんな人間に対しても等しく
その尊厳を守ってやろうとしていたのだ。
戦争遂行のために必要な用品を製作する作業場で働くユダヤ人には，労
働証明書が与えられ，一時的にせよ彼らは死を免れることができた。シュ
ミット軍曹が敗残兵収容施設を指揮していた期間には，常に150人のユダ
ヤ人が様々な作業に従事していた。実際には，それだけの多人数が作業に
必要だったわけではなく，50人もいれば充分であり，残りのユダヤ人労働
者は見せかけの仕事に従事しているだけだった。
1941年10月，ヴィルナのドイツ民政府は，のちに「黄色の証明書」作戦
と呼ばれるユダヤ人絶滅計画を進めた。その内容は，当時，市内に生存し
ていた27,000人のユダヤ人のうち，半数以上の15,000人を殺害するという
ものだった。そのため，新たに「黄色の証明書」を発行し，その代りこれ
までの証明書はすべて無効にする，という決定がなされた。そして，「黄
色の証明書」を交付された労働者は，配偶者と未成年の子どもふたりまで
をリストに載せてもらえる，と決められた。この決定の背景には，家族持
ちの労働者でなければ労働効率を上げられない，というドイツ側の考え方
があった。
ゲットーのなかでは，ユダヤ人評議会によってこの「選別」が行われ
た。「黄色の証明書」を交付された者は仕事場に向かうことができたが，
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交付されなかった者はその場にとどまらなければならなかった。ユダヤ人
評議会の建物のなかでは，心をかきむしる涙の場面が出現した。証明書を
もらえなかった者は，もらえた者に自分もいっしょに助けてくれ，とすが
り，リストに載せてくれ，と担当者に懇願した。
「黄色の証明書」は，シュミット軍曹の敗残兵収容施設で働くユダヤ人
たちにもパニックを引き起こしたことだろう。ユダヤ人たちに懇願され，
また自らの意志で，シュミット軍曹はできるだけ多くの「黄色の証明書」
をかき集めようとした。しかし，わずか15通しか集めることはできず，ユ
ダヤ人労働者の家族分を入れても60人分しかなかった。残りの80人にはポ
ナリでの銃殺の運命が待ち受けていた。そこで，証明書のないユダヤ人た
ちは，シュミット軍曹にトラックで自分たちをヴィルナから，安全とされ
ていたリダまで移送してくれ，と懇願した。シュミット軍曹は彼らの頼み
を受け入れたが，その移送で残る80人全員を救うことができたのかは分
かっていない。
1941年10月23日，ドイツとリトアニアの警察はゲットーのユダヤ人を襲
撃し，ポナリの森に連行し，銃殺した。11月 3 日から 5 日にかけても襲撃
は繰り返され，全体で6,600人のユダヤ人が殺害された。その際，ドイツ
国防軍の士官や下士官の何人かが，彼らの使っているユダヤ人労働者をリ
トアニアの警察官による強制連行から守ろうとしたが，結局ゲシュタポが
介入して，抵抗を排除した。現在知られているところでは，シュミット軍
曹のように，ユダヤ人を必要な労働力であるということで殺害から守ろう
とした国防軍兵士として，カール・プラッゲ少佐，アルフォンス・フォ
ン・デルシュヴァンデン 1 等兵，オスカー・シェーンブルンナー上級主計
官の 3 人があげられる。
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5
シュミット軍曹は，ヴィルナにおいてユダヤ人が虐殺されている状況の
なか，ユダヤ人を安全とされる他の都市に移送する取り組みを始めた。
元々これはシュミット軍曹自身の発案ではなく，ユダヤ人たちに懇願され
たために始めた救済行為だった。死刑判決を受けたあとの妻への別れの手
紙のなかで，彼はその経緯を次のように書いている。「そこで私は説得さ
れた。私の心がやさしいことはお前も知っているだろう。深く考えること
もせずに，彼らを助けた。それが裁判ではよくない行為とされたのだ。」
こうして自分の行為のリスクを考える余裕もなく，「やさしい心」の持
ち主のシュミット軍曹は，できるだけ多くのユダヤ人をビャウィストクあ
るいは近隣のリダやグロドノのような町に移送した。移送手段として使わ
れたのは，シュミット軍曹が自由に使えた国防軍のトラックだった。ビャ
ウィストクはベラルーシの町で，大きな繊維工場があり，ユダヤ人が国防
軍の用品作りの強制労働に従事させられていた。その工場で，移送したユ
ダヤ人を雇ってもらえるのではないか，とシュミット軍曹たちは考えたの
である。
シュミット軍曹のユダヤ人協力者ヘルマン・アードラーは，シュミット
軍曹が自由にできる 2 台のトラックでユダヤ人を多数ゲットーから救い出
すという壮大な提案をした。シュミット軍曹はこの提案も拒否しなかっ
た。救い出す対象になったユダヤ人に25歳のモルデハイ・テネンバウムが
いた。テネンバウムはヴィルナ・ゲットーのユダヤ人地下組織の指導者の
ひとりだった。テネンバウムはタマロフという偽名を持っていて，イスラ
ム教徒のタタール人と称していた。逮捕されたときに，割礼の理由にする
ためだった。タマロフという偽名で本物の証明書までも所持していて，外
国人特権を享受することができ，比較的自由にドイツ占領地域を移動する
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ことができた。
テネンバウムは社会主義者であったが，他のユダヤ人組織のメンバーと
協力し，ゲットーから救出するユダヤ人のリストを作成した。こうして，
「ブンド」系の右派活動家も含めゲットーから救出した。ヘルマン・アー
ドラーは，救い出したユダヤ人をゲットーの外の薬局に集め，その後に敗
残兵収容施設に連れて行き，シュミット軍曹の住居の一室にかくまい，世
話をした。ユダヤ人は，トラック移送の準備が整うまで，場合によっては
数日間かくまわれていた。 1 回の移送で20から30人のユダヤ人が夜の闇に
まぎれてビャウィストクなどに運ばれた。食糧も用意されていた。
移送の命令書はシュミット軍曹自身が書いたが，その他親しいウィーン
出身の下士官に書いてもらった書類も持参した。そこには，このユダヤ人
は移送先の労働力として必要な者である，と書かれていた。夜の検問に
遭ったとしても，これらの証明書によって無事通り抜けることができた。
シュミット軍曹が移送したユダヤ人の数は，証言者によってまちまちだ
が，アードラーは300から350人としている。アードラーの妻アニタは100
人という数をあげている。
移送先のビャウィストクは，当時ユダヤ人 5 万人がゲットーで暮らして
いて，1941年 9 月と10月に選別により4,400人が殺害されたあとの比較的
平穏な時期だった。その時期にシュミット軍曹はユダヤ人を移送したの
だった。しかし，そこでも1943年にふたたび虐殺や絶滅収容所への強制移
送が始まった。 8 月にはユダヤ人組織の武装蜂起が行われたが，親衛隊に
より弾圧され，指導者のテネンバウムも殺害された。シュミット軍曹が移
送したユダヤ人のなかで，何人生き残ることができたのかは，知られてい
ない。
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6
シュミット軍曹の大きな功績は，生命の瀬戸際にあったユダヤ人を救済
したことだが，それだけではなく彼はさらに歩を進めた。1941年から42年
にかけてヴィルナのゲットーで芽生えたユダヤ人抵抗組織の支援を行った
のである。ドイツ占領下の最初の数カ月間の体験を経て，いつか迫害は止
むのではないか，というヴィルナのユダヤ人の幻想は消滅した。ポナリの
森の大量虐殺を生き延びた 6 人のユダヤ人女性の証言もそのままでは信じ
られなかったものの，深刻な警告の役割を果たした。
ゲットーのなかのユダヤ人の若者たち何人かが抵抗組織を作り上げた。
彼らは幼馴染みであり，強い信頼の絆で結ばれていた。ドイツ軍とリトア
ニア民兵の圧倒的な武力に対してそもそも抵抗が可能なのか，彼らは繰り
返し議論した。ポナリの森で虐殺される際に，女たちが自発的に素手で虐
殺者に反撃した，というニュースが彼らを勇気づけた。
政治的意識を持った若者たちの指導者のひとりがアッバ・コヴナーだっ
た。コヴナーは1918年生まれの詩人で，41年の時点では23歳だった。彼は
友人たちに依頼されアピール文を作成した。彼のアピールは，ピオニール
の台所で大晦日祝賀会というカムフラージュをして，抵抗組織のメンバー
である150人の青年男女の前で読み上げられた。彼のアピールは若者たち
に受け入れられ，他のゲットーのユダヤ人たちにも伝えられた。その内容
は次のようなものである。
ポナールは死を意味する！　ユダヤ人の若者よ，誘惑者たちを信じ
るな！　羊のように殺されるのは止めよう！　リトアニアのエルサレ
ムに生きていた 8 万人のユダヤ人のうち，今は 2 万人しか生き残って
いない。私たちの目の前で，両親，兄弟姉妹が奪われていった。……
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君たちの夫たち，子どもたち，妻たちはもう生きてはいない。ポナー
ルは収容所ではない。彼らは全員射殺されたのだ。このような仕業を
ヒトラーはすべてのユダヤ人に計画したのだ。……羊のように殺され
るのは止めよう！　そうだ，私たちは弱く，無力だ。しかし，私たち
の敵への答えはただひとつ。抵抗！　兄弟たちよ！　殺人者のお情け
を受けるよりも，自由な戦士として死のう！　最後の息が止まるま
で，抵抗しよう！
コヴナーのこのアピールが書かれたのは，ヴィルナ・ゲットーのユダヤ
人たちが，ユダヤ民族の絶滅までもヒトラーが目論んでいるはずはない，
という幻想を抱いていた時点である。これまで行われたヴィルナでの虐殺
行為も地域的，例外的な現象とユダヤ人たちは考えていたのである。とこ
ろが，コヴナーは，「ヒトラーはすべてのユダヤ人に計画したのだ」と言
い切っている。1942年 1 月20日にベルリン郊外のヴァンゼー湖畔でナチの
高官たちが会議を開き，全ヨーロッパのユダヤ人虐殺を決定するのは，コ
ヴナーのアピールの数週間後のことである。コヴナーはどのようにしてヒ
トラーの意図を見抜いたのであろうか。研究者によれば，それはコヴナー
が秘密の情報を得ていたためというよりは，41年10月に彼の恋人とその母
親が殺害された，という深刻な個人的体験によるものである，とされてい
る。何よりも大切な人々を失ったという喪失体験が，コヴナーに襲い来る
破局を強く予感させたものと思われる。
1941年11月からシュミット軍曹の立場は，ユダヤ人に対する人道的な救
済活動から一歩進み，政治的な支援，すなわちユダヤ人の若者たちの抵抗
運動を支援するものに変わり始めた。この場合も，シュミット軍曹自身の
意志によるというよりは，ユダヤ人協力者のヘルマン・アードラーの依頼
によるものと考えられる。アードラーは，ゲットー内部のユダヤ人抵抗運
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動の指導者モルデハイ・テネンバウムと接触を持っていた。テネンバウム
は知的で，またきわめて行動的で勇気ある若者として知られていた。恐ら
く1941年10月か11月にアードラーは，テネンバウムをシュミット軍曹のと
ころに連れて行った。ふたりは主としてゲットーからユダヤ人を救出する
手段について話し合った。
シュミット軍曹は，ヴィルナ近郊の森に潜んでいたユダヤ人パルチザン
に食糧や医薬品を運んだだけでなく，国防軍の武器も運んだ，と言われて
いるが，その確証はない。むしろ，ゲットーのユダヤ人抵抗運動の若者た
ちが武器を入手したのは，シュミット軍曹が処刑された後と思われる。
7
ヴィルナからビャウィストク，リダ，グロドノにユダヤ人を移送すると
いうシュミット軍曹の救済行為は大きなリスクを伴うものだった。自ら書
いた移送命令書は，警察が厳格に点検すれば怪しさが露呈するものだった
し，シュミット軍曹にとって面識のないユダヤ人逃亡者が逮捕されたとき
に口を割る危険もあったからだ。また，シュミット軍曹の部屋での秘密会
合に参加していたユダヤ人抵抗運動のメンバーも危険な要素だった。彼ら
全員が秘密の保持という訓練を受けていたわけではないからだ。部屋での
会合の際にメンバーたちが大声を出したりして，そこがドイツ国防軍の施
設であることを忘れたかのような態度を取ることもあった。
シュミット軍曹が密告されたのか，また，そうだとすると誰に密告され
たのかについては，明確な情報はない。しかし，はっきりしているのは，
1942年 1 月に行ったユダヤ人の安全地帯への移送が致命的であったこと
だ。ヘルマン・アードラーは，移送活動の時期にシュミット軍曹に「あな
たは自分の命を安易に危険にさらしているのではないですか」と聞いたこ
とがある。するとシュミット軍曹は次のように答えた。「どうせ誰もが一
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度はくたばらなければならないのだ。殺人者としてくたばるのか，救済者
としてくたばるのか，私が自分で選べるならば，後者を選ぶね。」
しかしながら，ヴィルナに駐屯していた多数のドイツ人の軍人，警察
官，役人のなかでシュミット軍曹のように後者を選んだ者は，皆無に等し
かった。誰もが死を免れないが，最前線と違い安全地帯であるヴィルナ
で，好き好んで自分の命を危険にさらそうとする者はいなかった。また，
国防軍内に「ユダヤ的ボルシェヴィズム」というプロパガンダが浸透して
いたし，兵士として上官への絶対服従が美徳とされていたからだ。
1942年 1 月末，シュミット軍曹はリダで逮捕された。奇しくも，ヨー
ロッパ全土のユダヤ人絶滅が決められたヴァンゼー会議の直前のことだっ
た。シュミット軍曹の逮捕は，彼の協力者フッペルト曹長によってシュ
ミット軍曹の部屋で寝起きしていたアードラー夫妻にすぐに伝えられ，彼
らは脱出することができた。また，ユダヤ人抵抗組織のメンバーもシュ
ミット軍曹の部屋に行くことをすぐさま中止した。
誰がシュミット軍曹を密告したのかについては，様々な推測がなされて
いる。リダでシュミット軍曹に助けられたユダヤ人がゲシュタポに逮捕さ
れ，拷問されてシュミット軍曹のことを自白した，ハーフェルとクラウゼ
という名前のふたりの国防軍兵士に密告された，といったものだが，シュ
ミット軍曹自身が酔っ払ってユダヤ救済行為を話してしまった，といった
風聞までもある。
逮捕後，シュミット軍曹は軍の刑務所に収監され，数週間後に戦時法廷
に引き出された。1942年 2 月25日，シュミット軍曹は死刑判決を受けた。
公判記録も判決文も残されていないので，戦時刑法のどの条文によって
シュミット軍曹が死刑判決を下されたのかは分かっていない。恐らく，利
敵行為の罪状か戦時背信行為の罪状で死刑とされたのだと思われる。戦時
中ユダヤ人は敵とされていたからである。
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1942年 4 月13日，恩赦の請願も却下され，間近に迫る死刑執行を前にし
て，シュミット軍曹は妻シュテフィと娘グレータに別れの手紙を書いた。
愛するシュテフィ！　喜びにおいても悲しみにおいてもお前のこと
を考えながら，私に判決が下り，死刑判決によってこの世に別れを告
げなければならなくなった，という事実のすべてをお前に伝える。気
を強く持ち，私たちの運命を決する愛する神を信頼するようにお願い
する。私には他にどうしようもなかったのだ。そうでなければ，お前
とグレータをこんな目に合わさずに済んだのだが。だから私を許して
くれ。私はお前たちに苦しみを与えるつもりはまるでなかった。しか
し，残念ながらこうなる他なかった。……私はただ人間たち，それも
ユダヤ人たちを，私を襲っているもの（訳注：死）から救っただけ
だ。それで私が死ぬことになったのだ。……
愛するお前たちよ。もう一度お願いする。私のことは忘れてくれ。
運命が望んだような結果にまさしくなっているのだから。これでお前
たちに書く最後の文を終える。そして，現世でも，私が間もなく神の
手にある来世でも，私のすべてであるお前たちとお前にもう一度いく
つものキスを送る。お前たちを永遠に愛しているトーニより。
1942年 4 月13日，シュテファンスカ刑務所の中庭でアントン・シュミッ
ト軍曹は国防軍の死刑執行部隊により銃殺され，ヴィルナの兵士墓地に埋
葬された。
アントン・シュミット軍曹のユダヤ人救済行為は，以上紹介したヴォル
フラム・ヴェッテの労作にもかかわらず，資料が少なく全貌が明らかに
なっているとは言い難い。しかし，そのような限界にもかかわらず，シュ
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ミット軍曹の人柄と行為の意味するものは明確に見えてくる。シュミット
軍曹は歴史を彩る「英雄」ではなかった。彼は，平和な時代では人のよい
平凡な隣人として生きたことだろう。しかし，兵士としてユダヤ人虐殺に
立ち会ったとき，彼の内面の良心の声は彼を強く促した。「苦難にある人
を救え」と。彼の具体的な救済行為がユダヤ人たちの強い懇願によるもの
であり，また冷静な計画に基づかない場当たり的な面を持っていたことも
事実である。実際，ヴィルナにはもっと巧妙な手段でユダヤ人を救済し，
自らはドイツ敗戦まで生き延びることのできたドイツ人兵士も何人かいた。
しかしながら，シュミット軍曹の救済行為は，どのような立場にあって
も，あらゆる人々を自らの隣人と考え，手を差し延べることができる，と
いう「人間性」の能力の大きさと深さを示している。「人間性の英雄」
シュミット軍曹の姿は，常に私たちに自分が今，苦難にある人々のために
何ができるのか，という問いを投げかけている。
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